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メール １１月 １７日 

午前・午後  ２時４５分 

東郷町議会議長 加藤 宏明  殿 

                東郷町議会議員  会 派  無会派 

                議席番号 ７ 番  氏 名  國府田さとみ  

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について質

問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 

記  

                             №  ２－１  

 

質問事項  質  問  要  旨  答弁者  

 

１  本町が捉え目  

指す特色ある教  

育に係る施策に  

ついて  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本町の基本的な町政運営において、第一に  

「子どもたちを核としたまちづくり」が掲げ  

られている。  

町長は本年度の所信表明でも、「学校では  

時代の変化を今まで以上に的確に捉えつつ、  

特色ある活動を展開し、まちの宝である次世  

代を担う子ども達の生きる力を育むことが重  

要である」と述べられている。  

 少子化に伴い、国全体の人口減少が進む中、 

関係人口を含む新たな人口流入を図っていく  

ためには、未来のまちの活力となる子どもた  

ちを育む教育への投資こそが必要であり、豊  

かで特色ある教育施策を展開していくことが  

重要だと考える。  

 本町のみならず、日本の未来、現行の社会  

をより良いものへと変えていける力を育む、  

20 年後・30 年後の変化に繋がる教育の在り方  

について、問うていきたい。  

⑴ 英語活動・異文化理解教育について  

ア   目的と具体的実施内容  

イ   評価と課題・今後の展開  

 

⑵  プログラミング学習について  

   ア 目的と具体的実施内容  

  イ 評価と課題・今後の展開  

 

⑶   学校での授業以外での学習フォロー事  

業について  

  ア 目的と具体的実施内容  

イ 評価と課題・今後の展開  

 

町長  

教育長  

担当部長  

                   



  ７番氏名 國府田 さとみ №  ２－２  

質問事項  質  問  要  旨  答弁者  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

⑷  本質的な多様性に寄り添い、生きる力を

育む教育として取り組むべく内容につい

て、現況と考え方・今後の方向性  

  ア キャリア教育について  

  イ 人権教育、ならびに性教育について  

  ウ 主権者教育について  

  エ 環境教育について  

  オ インクルーシブ教育について  

  カ  フリースクール、オルタナティブス

クールについて  

  キ 演劇教育について  

  ク 金融教育について  

 

⑸  主体的・対話的な学びの実践としての教

育活動、学級運営について  

  ア 現況の取り組みは  

  イ イエナプランについて  

ウ 定期テストの廃止について  

エ コロナ禍における学校生活について  

    

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


